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第 37回「発展途上国研究奨励賞」受賞記念講演

　「発
展
途
上
国
研
究
奨
励
賞
」
は
発
展
途
上
国
に
関
す
る
社
会
科
学
お
よ
び
そ
の
周
辺
分
野
の
調
査
研
究
水

準
の
向
上
と
研
究
奨
励
に
資
す
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
一
九
八
〇
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

　表
彰
の
対
象
は
、
発
展
途
上
国
の
経
済
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
事
情
を
調
査
ま
た
は
分
析
し
た
著
作
と

し
、
次
の
①
あ
る
い
は
②
に
該
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　①
前
年
一
〜
一
二
月
の
一
年
間
に
国
内
で
公
刊
さ
れ
た
日
本
語
ま
た
は
英
語
に
よ
る
図
書
、
雑
誌
論
文
、

　
　調
査
報
告
、
文
献
目
録

　②
前
年
一
〜
一
二
月
の
一
年
間
に
海
外
で
公
刊
さ
れ
た
日
本
人
に
よ
る
英
文
図
書

　二
〇
一
六
年
度
は
各
方
面
か
ら
推
薦
さ
れ
た
三
一
点
を
選
考
し
、
最
終
選
考
で
下
記
の
作
品
が
第
三
七
回
受

賞
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
七
月
一
日
に
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
第
三
七
回
「
発
展
途
上
国
研
究

奨
励
賞
」
を
賜
り
、
大
変
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

長
澤
栄
治
先
生
を
は
じ
め
選
考
委
員
の
先
生
方
、

博
士
課
程
で
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
鮎
京
正
訓
先

生
（
愛
知
県
公
立
大
学
法
人
理
事
長
）、
京
都
大
学

東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
で
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
河

野
泰
之
先
生（
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
長
）、

京
都
大
学
学
術
出
版
会
の
皆
様
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
の
先
生
方
に
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　本
書
で
は
、
ラ
オ
ス
の
地
方
行
政
と
中
央
集
権
・

地
方
分
権
の
政
治
動
態
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、

ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
が
地
方
を
支
配
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。
ラ

オ
ス
は
、
内
戦
・
革
命
期
か
ら
現
在
ま
で
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
と
の
友
好
関
係
を
保
ち
、
党
の
政
策
、
国
家

機
構
に
お
い
て
多
く
の
類
似
点
が
あ
り
ま
す
が
、

地
方
行
政
を
み
る
と
、
ラ
オ
ス
は
一
九
九
一
年
憲

法
の
制
定
と
と
も
に
地
方
人
民
議
会
と
地
方
行
政

委
員
会
を
廃
止
し
、
中
央
か
ら
任
命
さ
れ
る
県
知

事
を
中
心
と
す
る
制
度
を
導
入
し
た
点
が
特
徴
で

す
。　従

来
は
、
こ
の
制
度
変
化
の
理
由
と
し
て
財
務

管
理
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
書

で
は
、
政
治
的
な
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
、
一
九

八
〇
年
代
末
〜
九
〇
年
代
は
じ
め
の
冷
戦
終
焉
期

に
一
党
支
配
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
党
中
央

が
県
知
事
を
派
遣
し
て
地
方
党
組
織
を
統
制
し
、

地
方
の
治
安
を
維
持
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た

組
織
を
形
成
し
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、

一
九
九
八
年
以
降
の
地
方
分
権
化
政
策
に
つ
い
て
、

県
知
事
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
権
と
小
規
模
事

業
の
許
認
可
権
を
与
え
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
形
成
過
程
で
地
方
出
身
の
党
幹
部
が
積
極
的
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
本
書
で
は
、ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
県
と
い

う
首
都
か
ら
最
も
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
県
を
事
例
に

取
り
上
げ
な
が
ら
、
本
県
が
、
一
九
八
〇
年
代
、

九
〇
年
代
を
通
じ
て
治
安
が
悪
く
、
他
県
に
比
べ

て
も
党
組
織
の
形
成
が
遅
れ
て
い
た
点
を
指
摘
し
、

冷
戦
期
に
「
社
会
主
義
陣
営
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
前
線
基
地
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

ラ
オ
ス
の
地
政
学
的
な
特
徴
と
，
国
家
形
成
に
お

い
て
抱
え
て
き
た
困
難
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

　一
方
で
、
対
象
の
県
以
外
の
県
と
の
比
較
、
一

九
九
一
年
の
改
革
の
要
因
に
関
す
る
よ
り
多
角
的

な
分
析
な
ど
、
ま
だ
考
察
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
今
後
、
さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ
せ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

《
略
歴
》

一
九
七
〇
年

　埼
玉
県
生
ま
れ

一
九
九
四
年

　新
潟
大
学
法
学
部
卒
業

二
〇
〇
九
年

　名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科

　
　
　
　
　
　よ
り
博
士
（
学
術
）
取
得
。
京
都
大
学

　
　
　
　
　
　東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
機
関
研
究
員
（
二

　
　
　
　
　
　〇
一
〇
〜
一
一
年
）、
同
研
究
所
研
究

　
　
　
　
　
　員
（
二
〇
一
二
〜
一
三
年
）、
名
古
屋

　
　
　
　
　
　大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
特
任
講
師

二
〇
一
五
年

　名
古
屋
大
学
ア
ジ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

　
　
　
　
　
　ン
パ
ス
学
院
・
大
学
院
法
学
研
究
科
特

　
　
　
　
　
　任
准
教
授

《
主
要
著
作
》

・「
一
九
九
一
年
憲
法
制
定
前
に
お
け
る
ラ
オ
ス
地
方
議

会
法
制
の
変
遷―

―

一
九
八
八
年
地
方
人
民
議
会
選
挙

と
そ
の
帰
結
を
中
心
に―

―

」『
ア
ジ
ア
法
研
究
二
〇
一

五
』
第
九
号
、
ア
ジ
ア
法
学
会
、
二
〇
一
六
年
。

・「
ラ
オ
ス
の
中
央
地
方
関
係
に
お
け
る
県
知
事
お
よ
び

県
党
委
員
会
の
権
限
に
関
す
る
一
考
察―

―

ヴ
ィ
エ
ン

チ
ャ
ン
県
工
業
局
の
事
業
形
成
過
程
を
中
心
に―

―

」

『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
四
六
巻
一
号
、
二
〇
〇
八
年
。

・「
ラ
オ
ス
の
政
治
制
度
改
革
に
お
け
る
部
門
別
管
理
体

制
に
関
す
る
一
考
察―

―

ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
県
財
務
部

の
人
事
管
理
を
事
例
に―

―

」
天
川
直
子
・
山
田
紀
彦

編
『
ラ
オ
ス

　一
党
支
配
体
制
下
の
市
場
経
済
化
』
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
。

瀬 戸 裕 之

受賞作：『現代ラオスの中央地方関係―県知事制を通じたラオス人民革命党の地方支配―』
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